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【要旨】
本研究では、一人の人間が男らしさと女らしさの両方を兼ね備え、その人らしく
しなやかに生きるアンドロジニーの概念に着目し、看護専門職者の男性と女性にお
ける実態分析からアンドロジニーな生き方の構造を明らかにすることを目的とし
た。その結果、男性では表面上、自己実現的なアンドロジニーのく課題達成志向＞
の行動をしているが、根本的にはく性役割志向＞に価値をおいた生き方をしてい
る。女性では、く性役割に対する抵抗志向＞をもち、く自分らしさ志向＞で＜役割
使い分け志向＞を取り入れたアンドロジニー的な柔軟な生き方をしているが、他者
にはく性役割期待志向＞をもっている。そのため男性･女性としての自らの在り方、
そして看護専門職を選択した人間としての生き方についても視野に入れ、多様性、
個別性のあるライフキャリア支援や教育的機会が生涯を通じて重要と示唆された。

1.緒言
少子高齢社会、医療技術の高度化などにより看護師の需要はますます高まり、２０１０年末

現在の就業者数は約９５万３千人と年々増加している。そのうちの５．６％は男性看護師で約
5万３千人が就業している')。２年前の調査から増加率を見てみると男性19.9%､女性8.1%
と特に男性看護師の躍進は際立っている。
複雑化している現代社会において多様な価値観を持つ人たちの生命を育み、支え、慈し

むうえで男性看護師と女性看護師が共に存在し、援助を幅広く選択できる環境づくりは必
要不可欠である。しかし現状においては、暴力や攻撃性は男性看護師、女性のケアは女性
看護師と社会的性役割によりお互いの専門性を取り決め、固定化しようとしており、その
ことが看護専門職としての自律性や専門性を低下させているということを強く認識しなけ
ればいけない。
そのため、看護専門職者自身が社会的性役割にこだわらない豊かな選択肢を持ち、その

人らしく一人の人間としてしなやかに生きていくことが重要である。看護基礎教育は勿論
のこと、継続教育においても生涯を通じて、社会的な性役割に対する思い込みを認識し直
す教育的機会を設け、性差を超越した専門性と看護実践能力を育む必要性がある。
性役割に関する発達研究を行ってきたBem2)は、社会が期待する男性像や女性像にとら
われるのではなく、両者のパーソナリティ特性を兼ね備えたく心理的両性具有性
(psychologicalandrogyny)>が望ましい人間像であり、心理的健康や社会的適応力を高
めると考えた。また福本3)はアンドロジニー(androgyny)な生き方について、男らしさ．
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女らしさという性にまつわる観念は勿論のこと、それに留まらず無意識のうちに抱いてい
る様々な先入観･価値観などから解き放たれてく一個の人間として、その人らしく自由に生
きること〉であると述べている
看護専門職者の男性と女性がアンドロジニーな生き方をするということは、自分らしさ
を自由に表現できる主体として、自己の法則にしたがって自律的に生きていくことである。
そして看護専門職者の男性と女性としての生き方に柔軟性や多様性をもたらし、個人のも
つ可能性を最大限に表現できる自己実現に向かって生きていくことを意味する。このこと
は、看護専門職者の男性と女性の調和と発展的な関係性を構築し、相互交渉による相互浸
透行為によりお互いに専門性を深め、看護の対象者の生活において、個々のニーズに満た
された健康と自立を支援していくことにつながると考える。

２．目的
本研究では、一人の人間が男らしさと女らしさの両方を兼ね備え、その人らしく、しな

やかに生きるというアンドロジニーの概念に着目し、看護専門職者の男性と女性における
実態分析からアンドロジニーな生き方の構造を明らかにすることを目的とした。

３．用語の定義
PlatOn4)の「饗宴」では太古の昔、現在とは異なり男性と女性の両性を等しく備えた
アンドロギュノス(androgynous)が存在していた。そして神々により身体を２つに切断され、
そこから人間としては半身であり、不完全な状態である男性と女性という新たな人間がで
きあがったとされている。
そこで本研究においてアンドロジニーとは、社会的性役割にこだわらない豊かな選択肢
を持ち、その人らしく一人の人間としてしなやかに生きていく人間像とする。

４.方法
①調査対象：２００８年１２月現在、全国自治体病院協議会に所属する都道府県立、政令指定
都市立、市立の病院で総病床数が100床以上、精神病床数が10床以上の全ての条件を満た
し､看護部門の責任者から研究協力の同意が得られた３６の病院に勤務する804名の看護専
門職者で、内訳は男性402名、女性402名とした。
②調査期間：2008年１２月から2009年２月とした。
③測定用具：本研究の目的は看護専門職者の男性と女性における実態分析からアンドロジ
ニーな生き方の構造を明らかにすることであり、信頼性･妥当性が確認されている福本5）
の「アンドロジニーな生き方尺度」を用いた。性役割現実像の10項目と性役割期待像の６
項目から成り立っている。各項目に対する評定は１＝全くあてはまらない２＝あまりあて
はまらない３＝どちらでもない４＝かなりあてはまる５＝非常にあてはまる、の５段階と
した。
④データの収集方法：事前に看護部門の責任者あてに依頼文を郵送し、調査協力を得られ
る場合､男女同等数の参加者をお願いした｡協力を得られた病院に参加者人数分の依頼文、
調査票、返信用切手を貼り送付先を記述した封筒を郵送した。回収は参加者自身による返
信用封筒の投函を依頼した。
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⑤分析方法:IBMSPSSStatisticsl8.0を用いた記述統計、因子分析（プロマックス回転)、
信頼性分析（クロンバックのα係数）を行った。

５.倫理的配慮
測定用具について先行研究者に文書で説明し、使用の承諾を得た。研究協力者には目的
と方法、研究結果の公表を説明した研究依頼書と調査票を個別に配付した。回答は無記名
とし、自由投函により同意を得られたとした。データは鍵つき書庫で管理し、終了後はシ
ュレッダーによる廃棄で個人情報保護に努めた。

６.結果
①回収率：回収された調査票は６００名で回収率は74.6%であった。その内訳は、男性２７５
名で６８．４％、女性325名で８０．８％であった。
②対象者の背景：平均年齢は、男性は37.9歳で、女性は39.5歳であった。看護師とし
ての勤務年数は、男性は平均13.6年で、女性は16.8年であった。現在所属している部
署の診療科については、男性で一番多いのは精神科193名(70.2%)、二番目に多いのは
外科系と救急、手術室、ICUでそれぞれ26名(9.5%)であった。女性で一番多いのは
精神科177名(54.5％)、二番目に多いのは外科系５１名（15.7％）であった。看護師とし
て異性と共に業務をした経験のある男性は275名(100%)であった。その関係性は170名
(61.8%)がく評定段階：満足している（していた)>ないしく評定段階：まあ満足している（し
ていた)>であった。そして８７名(31.6%)がく評定段階：どちらでもない＞、１８名(6.6%）
がく評定段階：あまり満足していない(していなかった)>ないしく評定段階：満足していな
い(していなかった)>であった。女性では３１９名(98.2%)であった。その関係性は２３６名
(72.6%)がく評定段階：満足している（していた)>ないしく評定段階：まあ満足している（し
ていた)>であった。そして６３名(19.4%)がく評定段階：どちらでもない＞、１９名(5.8%）
がく評定段階：あまり満足していない(していなかった)>ないし<評定段階：満足していな
い(していなかった)>であった。
③主要変数の記述統計：看護専門職者の男性のアンドロジニーな生き方に関する結果は表
１に示したように、肯定の度合いが最も高いのは『16.自分は育児･家事も仕事もうまくし
たいと思う』で3.945<評定段階：ややあてはまる>であった。続いて『14．自分は状況に
合わせて強く主張することも人に従うこともできるようになりたい』で3.832<評定段階：
ややあてはまる>であった。
看護専門職者の女性のアンドロジニーな生き方に関する結果は表２に示したように、肯
定の度合いが最も高いのは『14．自分は状況に合わせて強く主張することも人に従うこと
もできるようになりたい』で4.065<評定段階：ややあてはまる>であった。続いて『16．
自分は育児･家事も仕事もうまくしたいと思う』で4.031<評定段階：ややあてはまる>であ
った。
④因子分析と信頼性分析：看護専門職者の男性の因子分析の結果、固有値1.00以上は６因
子抽出され､累積寄与率は72.11％であった｡因子のスクリープロットは5.21-2.32-1.71
-1.25と急な勾配であり、分数の説明率は29.35-13.05-9.63-7.04であった。また本
研究の累積寄与率は、５０％前後を基準に解釈しており、２因子を抽出し、表１に示した。
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表1．看護専門職者の男性のアンドロジニーな生き方に関マ
因子構造項目（16項目のα係数＝0.737） Ｉ Ⅱ

275ｎ＝塁》 標準
偏差平均値

＜課題達成志向＞,,鞘読蹴惠好'三とらわれ｜
,‘誠禦嚇噸柵人間’
16晨蛎児家事も仕事もうまくした’
,‘鰯漁奎嚇,と董雪の役割’
１４尾鯉蛎蕊凝姜榊｜
,轆職奎培陰譽鯉誉’
１２沸熱戯睾t,毫侯しい部｜
,｡診騨謡も仕事もうまくでき｜
§蹴禦ﾓ髄購人の人間｜
,戦繊蛎三蝋彗すＩ
‘辮熱蝋姜ぃ毫らしい部Ｉ

Iーqーローqー･■■･0

O.7071-QO60
1070710020
10.68610096
10.67810０６５
１０65210１５２
１０57510053
10.5591-0075
10.5141-0０２９
１q5071-0186
１０36310043
１０3221-0099

二 言 ■

3．５９６ 1．１０１0．５２５

1．０９５3．５９３０．４９３

0．９８２3．９４５0．４４７

1．１０２3．６４８0．４４１

0．９２８0．３９７ 3．８３２

3．３３７ 1．０５５0．３１８

3．０５９ 1．１１６0．３４０

0．２７３３．０４０１．０５５

０．３４１３．２４５１．１３５

０．１２６３．５５７０．８７７

０．１３０３．０４４１．０１４

＜性役割志向＞7繼二壌亘動をしている男性に違
6譜喜壌亘動をしている女性に違
“女性向け”と思われている役割･仕

２事をすることに抵抗がある

'旱誇驚禁三壱性別にとろわれ

「ーーーー’
０．０７９I０．６９５１

１ １
I I

０．０８２1０．６７８１
１ l
１ １

-０．１６９I０．３９２１
１ １
１ １

０．２９４I-０.３５４１
１ 1
』＝＝一ー＝ー｜■■■Ｉ■■■■■■凸

０．０４６０．１５５

0．４６１３．２２８１．２２２

０．４３８２．６５２１．１４４

０．21 6 2 . 7 2 1 1．0 3 7

０．2653 .3971．００９
“男性向け”と思われている役割･仕0 .046

３事をすることに抵抗がある 0．０２２２．０７００．９１９

固 有 値 ５ ２ １ ２ ３ ２
与２９３５１３０５

累積寄２９３５４２４０
１６項目におけるクロンバックのα係数は０．７３７であった。
因子Ｉは『ll.日常生活において、性別にとらわれず行動したいと思っている』、『13.
自分は男性，女性という性別にとらわれず一人の人間として生活したいと
思っている』など11項目で、全体に全てを完全に成し遂げようとする構成になっており、
与えられた課題に真筆に取り組む姿勢がみられることからく課題達成志向＞と解釈した。
因子Ⅱは『7．女性っぽい行動をしている男性に違和感を感じる』、『6．男性っぽい行動
をしている女性に違和感を感じる』など４項目で、全体に性役害llに対するこだわりから構
成されており、自分自身と他者に対する性役割期待がみられており＜性役割志向＞と解釈
した。
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表2．看護専門職者の女性のアンドロジニーな生き方に関する因子構造
因子構造項目（16項目のα係数=0 .749 ) Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
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看護専門職者の女性の因子分析の結果、固有値l.00以上は４因子抽出され、累積寄与率
は57.95％であった。固有値は3.90-2.01-1.35-1.13-0.97と減少しており、因子負荷
量０．３０以上、累積寄与率57.95％を基準に解釈し、４因子抽出し、表２に示した。１６項目
におけるクロンバックのα係数は０．７４９であった。
因子Ｉは『13.自分は男性、女性という性別にとらわれず一人の人間として生活したいと

思っている』、『12．自分は男らしい部分と、女らしい部分の両方を併せもっていたい』な
ど７項目で、全体に自分の価値観を大切にする構成となっており、自分自身が納得できる
生き方がみられることから＜自分らしさ志向＞と解釈した。
因子Ⅱは『9．自分に子どもがいたら、父親の役割も母親の役割も場合によっては、でき
ると思う』、『15．自分に子どもがいたら、父親の役割も母親の役割もしたいと思う』など
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４項目で、全体に仕事、育児、家事に対する柔軟性から構成されており、臨機応変さがみ
られることからく役割使い分け志向＞と解釈した。
因子Ⅲは『7．女性っぽい行動をしている男性に違和感を感じる』、『6．男性っぽい行動
をしている女性に違和感を感じる』の２項目で、全体に男らしさ、女らしさを望むことか
ら構成されており、他者に対する性役割期待がみられることから＜他者への性役割期待志
向＞と解釈した。
因子Ⅳは『2．“女性向け”と思われている役割･仕事をすることに抵抗がある』、『3．“男

性向け'，と思われている役割･仕事をすることに抵抗がある」の２項目で、全体に男らしさ
や女らしさという社会が期待する役割や仕事への抵抗感から構成されており、自分に性役
割を期待されたくないという気持ちがみられることから＜自分への性役割期待に対する抵
抗志向＞と解釈した。

７.考察
本研究では、一人の人間が男らしさと女らしさの両方を兼ね備え、その人らしく、しな

やかに生きるというアンドロジニーの概念に着目し、看護専門職者の男性と女性における
実態分析からアンドロジニーな生き方の構造を明らかにすることを目的とした。
看護専門職者の男性において明らかになったことは、表面上は公私を問わず課題を達成
し、役割を演じ、成功させようという一見、自己実現的なアンドロジニーの＜課題達成志
向＞による行動をしているが、根本的には男性としてのく性役割志向＞に価値をおいた生
き方をしていることが考えられる。
この生き方は、社会から自分に課せられた問題や役割として取り組んでいるおそれもあ
り、行き過ぎると過重になり、現実の自己と社会から期待される自己、また理想とする自
己との格差から男性としてのアイデンティティを確立できなくなる可能性がある。それら
は経済的責任を果たせないことによる非婚化、現実から逃避するための自殺、働き過ぎに
よる過労死などの社会的問題につながっている。その後も退職により職場での役職や一家
の稼ぎ手としての役割を失ってしまうと、自分の居場所や生きがいを見つけることが難し
く、認知症や孤独死に至るなど様々な問題を引き起こしている。
看護専門職者の男性においても管理職や看護専門職者の女性が期待する役割としては、

患者不穏時の対応や体位変換、車椅子の移動時などの「力、体力｣、組織や会議を活性化さ
せるための「リーダー的存在」６）７)など、男性としての性役割を期待されている。そして
それらの期待に対し「男性看護師として期待されることがプラスにとれない、期待がプレ
ッシャーになる」という重圧感と同時に「周囲の期待に応えたい、職場で同じ男性看護師
として比較されるベテランの男性看護師に追いつき、追い越したい」８）という本来の自分
らしさよりも、男性としての性役割期待を一生懸命果たそうとする思いが語られていた。
本研究においても、看護専門職者の男性と女性の関係性について女性では「あまり満足し
ていない」と「どちらでもない」が２５．２％であったが、男性では38.2％を占めていた。こ
のことからも、看護専門職者の男性におけるジレンマが推測できる。
このような男性としての＜性役割志向＞によるく課題達成志向＞の行動のなかで看護専

門職者の男性は、男らしさを発揮しなければならないという義務感をもちながら職務を全
うしている。このことは当然のことながら様々な場面において方法の選択肢を狭め、看護
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専門職者としての援助の質を低下させ、本来の自分らしさが表現できていないと考えられ
る。例えば、がんの末期患者の思いを傾聴する場面において、看護専門職者の女性では涙
を流し、共感的態度で寄り添うという看護は女らしさと合致しており、自然とみなされる
ことが多い。一方で看護専門職者の男性が看護専門職者の女性と同様に感情を表出すると
いうことは、男らしくないことであると自分自身も疎み、看護の対象者からも疎まれる可
能性があるということである。看護という専門職に対し、看護専門職者自身及び社会全体
が男性、女性としての性役割を期待するのではなく、個人の人間性に焦点をあてた役割期
待と評価が重要であると考えられる。
看護専門職者の女性において明らかになったことは、自分自身に対してはく性役割に対
する抵抗志向＞を持ち、社会が期待する女らしさにとらわれない＜自分らしさ志向＞でく
役割使い分け志向＞を取り入れたアンドロジニー的な柔軟な生き方をしているが、他者に
対してはく性役割期待志向＞の行動を望んでいるということである。
国眼は、女性である自分を自分の中にしっかりと位置づけるためには、女性に生まれた
ことを認め、社会や他者からの期待を自分なりに消化し、自分が納得できる女性としての
自分をつくりあげていくことが必要であると述べている9)。看護専門職者の女性において
も､看護師としてまた母親として､妻としてなど複数の役割をしなやかに切り替えながら、
自分らしさを失うことなく遂行していると考えられる。
しかし一方で、他者に対してはく性役割期待志向＞の行動を望んでいる。性別による社

会的性役割が期待されている現代社会では、社会が期待する「女らしさ｣、「男らしさ」と
「自分らしさ」の間で役割葛藤を感じていることが推測される。上田は、自己の経験を、
それが自分にとってどんなものであっても(たとえ自分にとって認めたくないもの、自尊心
を傷つけかねないものであっても)、これをありのままに受け入れ、自分のものとして統合
できるような理解とゆとりを持った人は、他人についても同様に、そのありのままの人間
性を認め、受け入れることができるであろうと述べている】0)。自分らしさを大切にするこ
とと、他者のその人らしさを大切にすることは、全く別の事ではなく、自分のことを慈し
み、愛し､大切にできる人は、他者にも同様、慈しみ、愛し、大切にすることができるの
である。研究者の先行研究'１)において、看護専門職者の男性と女性における関係性は、女
性優位一男性劣位になっていることが明らかになっている。調和と発展的な関係性を構築
し、相互交渉による相互浸透行為によりお互いに専門性を深めていくうえでは、より柔軟
性を兼ね備えたアンドロジニーな生き方が手がかりになると考えられる。
以上のことから看護専門職者の男性と女性の双方において、社会的性役害llにこだわらな

い豊かな選択肢を持ち、一人の人間としてその人らしい生き方である成熟したアンドロジ
ニーな生き方には至っていないと考えられる。このことは、看護専門職者自身に社会的性
役割に対する「あるべき思考」が働いており、多様な価値観を持つ人たちの生命を育み、
支え、慈しむうえで、よりのびやかに、しなやかにケアを提供できていない可能性がある。
「男性・女性の看護師としてどのように生きていくのか」ということではなく、男性・女
性としての自らの在り方。そして看護専門職を選択した人間としての生き方についても視
野に入れ、多様性、個別性のあるライフキヤリア支援が必要である。また、看護基礎教育
においては勿論のこと、院内教育、専門教育、管理者教育など継続教育においても、看護
専門職者としてのアンドロジニーな生き方について学習できる教育的機会が生涯を通じて

-４９-



重要であると示唆された。

８.研究の限界と今後の課題
現在、男性看護師においては精神科に勤務している割合が高いため、研究対象を選定す
る要件の一つとして「精神病床数１０床以上」を含めた。そのため、精神科勤務者が多数を
占める結果となったことが本研究の限界である。今後は一般科に勤務する男性看護師、女
性看護師との比較も含めていくことが課題となる。
また、今回は看護専門職者の男性と女性のアンドロジニーな生き方、すなわち行動とし

ての構造を明らかにしてきたが、アンドロジニー得点を算出することによりパーソナリテ
ィ特性を明らかにするなど、アンドロジニーの構造をより細やかに分析する必要性がある。
そしてお互いが調和と発展的な関係性を構築するために必要な相互交渉による相互浸透行
為を具体的に研究していきたいと考える。

９.結語
医療の高度化、急激な高齢化の進行、個人の価値観の多様化、少子化によるマンパワー

不足などにより、現代社会に求められる看護の専門性はますます高度化している。それに
伴い、看護基礎教育においても、2009年の保健師助産師看護師法の改正で、看護師の養成
教育としての「大学教育」が制度として正式に認知され、看護師の専門性の強化をめざし
た取り組みがされている。看護系大学の増加とともに修士課程、博士課程も全国的に増加
し、看護師教育はますます専門化、高度化している。
その一方で、日本には職業訓練を主とした養成所や高等学校教育、また中学校卒業で入

学可能な准看護師養成所が数多く存在しており、いわゆる専門職とされる職種のなかでこ
れほど幅広い教育機関が残っているものは他にはない。
このような現況にある看護専門職が、社会の期待に応えていく力をつけるためには、相

当の自助努力が必要である。上にのぼりつめていくだけではなく、土台となる部分をしっ
かりと固め、相互交渉による相互浸透行為によりお互いに専門性を深めていかなければな
らない。その専門性は単に技術力ではなく、それを支える人間性とともに育むことが重要
である。その中心概念となるが、アンドロジニーである。
生涯にわたる人間的成熟を実現するためには、一人の人間が男らしさと女らしさの両方
を兼ね備えその人らしく、しなやかに生きるアンドロジニーな生き方が大切と考える。

本論文は、香川県立保健医療大学大学院保健医療学研究科看護学分野における修士論文
の一部を加筆・修正したものである。
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